
相
場
忠
弘
弼
務
高
田

住
友
金
属
鹿
島
製
鉄
所
に
出
入
し
、
そ
の
梅
内
で
う
こ
く
車
は

作
業
車
も
ふ
く
め
、
一
日
八
千
台
と
も
九
千
台
と
も
い
あ
れ
て
い

る
。
中
で
働
い
て
い
る
労
働
者
の
教
は
、
住
友
金
属
社
員
七
千
人

下
請
一
万
人
だ
か
ら
、
は
は
二
人
に
一
台
と
い
う
計
算
に
な
る
。

交
替
制
勤
務
の
多
い
鉄
鋼
労
働
者
は
出
勤
時
間
も
ま
ち
ま
ち
だ

が
、
午
前
七
時
、
午
後
三
時
、
午
後
十
一
時
の
出
退
勤
時
刻
前
後

と
も
な
る
と
、
工
場
を
中
心
に
、
放
射
状
に
の
び
た
七
本
の
道
路

は
、
串
の
列
が
三
キ
ロ
も
四
キ
ロ
も
つ
な
が
り
、
鹿
島
の
町
が
車

で
う
ず
な
る
〇

度
島
鎖
鎌
所
の
五
角
形
の
七
百
八
十
二
ヘ
ク
タ
ー
ル
の
敷
地
は

鹿
島
港
中
央
航
路
、
北
航
路
寄
り
の
二
角
、
延
長
五
キ
ロ
の
岸
壁

を
の
ぞ
い
て
、
高
さ
二
メ
ー
ト
ル
の
鉄
条
縞
で
囲
ん
で
あ
る
。
東

門
、
北
門
、
正
門
、
西
門
と
四
つ
の
門
が
あ
る
が
、
表
玄
関
で
あ

る
正
円
か
ら
出
入
り
で
き
る
の
は
、
住
友
金
属
社
風
と
、
住
友
金

属
が
出
費
し
て
い
る
鹿
島
運
輸
、
鹿
島
選
鉱
、
鹿
島
プ
ラ
ン
ト
、

曲
∴
樹
　
訂
濁

関
東
特
殊
製
鋼
、
共
同
酸
素
、
住
友
海
運
な
ど
関
係
会
社
七
社
の

人
と
車
で
あ
る
。
そ
れ
以
外
の
下
親
会
社
の
労
働
者
と
車
は
、
貨

物
門
と
い
あ
れ
て
い
る
西
門
か
ら
出
入
り
す
る
こ
と
に
な
っ
て
い

る
。
住
友
金
属
は
、
こ
の
下
請
会
社
を
、
自
社
の
社
貝
、
先
の
関

係
会
社
と
区
別
し
て
、
協
力
会
社
と
呼
ん
で
い
る
。
筋
力
会
社
社
3

貝
は
、
大
型
ト
ラ
ッ
ク
、
ブ
ル
ド
ー
ザ
ー
、
ト
レ
ー
ラ
ー
、
．
レ
プ

カ
ー
車
と
と
も
に
、
貨
物
門
か
ら
貨
物
な
み
に
出
入
り
し
て
い
る

∧
乱
す
な
ル
ー
ル
、
高
め
よ
マ
ナ
ー
・
V
の
交
通
安
全
ス
ロ
ー
ガ

ン
の
看
板
か
立
つ
鹿
島
製
鉄
所
の
正
門
を
入
る
と
、
真
ん
中
に
檀

込
の
あ
る
面
二
十
メ
ー
ト
ル
の
道
路
が
三
キ
ロ
、
－
号
高
炉
前
ま

で
其
っ
す
ぐ
に
の
ぴ
て
い
る
。

高
炉
に
向
っ
て
右
手
を
南
地
区
、
左
手
を
北
地
区
と
呼
び
、
北

地
区
に
は
手
前
か
ら
、
大
彩
形
鋼
、
熱
間
圧
延
、
分
塊
、
鍛
接
管

第
二
製
鋼
、
彊
銃
な
ど
の
工
嶺
が
あ
る
。
南
地
区
に
は
、
や
は
り

手
前
か
ら
亜
鉛
メ
ッ
キ
工
場
（
建
殿
中
）
、
海
寄
り
に
小
形
形
鋼



工
場
、
そ
し
て
冷
延
、
熱
延
精
整
、
底
板
、
大
径
管
、
第
一
製
鋼

な
ど
の
工
場
が
あ
る
。

正
門
か
ら
の
、
中
央
道
路
の
突
き
当
た
り
の
一
号
高
炉
の
左
に

二
号
高
炉
、
三
号
高
炉
が
あ
る
。
高
炉
の
裳
に
は
化
成
工
場
、
コ

ー
ク
ス
工
場
が
あ
り
、
反
対
側
右
手
に
は
焼
結
工
場
が
あ
る
。
こ

れ
ら
の
工
場
の
海
詰
り
に
は
、
奥
か
ら
石
炭
ヤ
ー
ド
、
鉱
石
ヤ
ー

ド
、
ス
ク
ラ
ッ
プ
ヤ
ー
ド
、
製
品
倉
庫
な
ど
の
岸
壁
に
な
っ
て
い

る。

こ
の
工
場
と
エ
潟
、
寧
務
所
と
工
場
を
縞
目
の
よ
う
に
つ
な
い

で
い
る
巾
十
メ
ー
ト
ル
の
ア
ス
フ
ァ
ル
ト
道
は
、
各
工
場
の
名
を

か
ぶ
せ
て
、
厚
板
道
路
と
か
熱
延
道
路
と
か
製
鋼
道
路
と
か
呼
ん

で
い
る
．
鹿
島
製
鉄
所
の
往
友
金
層
社
員
の
ほ
と
ん
ど
が
、
鹿
島
町
の
八

ヶ
所
の
寮
、
社
宅
、
六
キ
ロ
先
の
潮
来
町
、
十
キ
ロ
先
の
麻
生
町

二
十
キ
ロ
先
の
千
葉
県
小
見
川
町
、
東
庄
町
の
寮
、
社
宅
か
ら
車

で
通
勤
し
て
い
る
。
鹿
島
町
に
住
ん
で
い
る
一
部
社
員
は
路
線
バ

ス
を
利
用
し
て
い
る
が
、
そ
れ
以
外
は
自
家
用
車
に
た
よ
っ
て
い

る
。
近
く
の
社
員
で
も
、
煽
り
時
間
が
は
っ
き
り
し
な
い
保
全
関

係
の
人
は
、
自
家
用
車
を
利
用
し
て
い
る
。

関
係
会
社
と
か
協
力
会
社
と
か
呼
ば
れ
る
下
請
会
社
の
労
働
者

は
、
路
線
パ
ス
を
利
用
す
る
人
は
ほ
と
ん
ど
い
丸
い
。
住
友
金
属

の
よ
う
な
立
派
な
寮
も
社
宅
も
な
い
、
方
方
に
ま
ち
ま
ち
に
住
ん

で
い
る
下
請
会
社
の
労
働
者
に
路
線
．
ハ
ス
は
、
逆
に
不
便
な
乗
h
・

物
に
な
っ
て
い
る
。
路
藤
バ
ス
は
、
住
友
金
属
社
貝
に
は
都
合
の

良
い
ダ
イ
ヤ
に
な
っ
て
い
る
が
、
下
請
労
働
者
に
は
、
自
家
用
車

の
三
倍
も
四
倍
も
時
間
が
か
か
る
乗
り
物
だ
。

乗
っ
て
い
る
車
を
見
れ
ば
、
ど
こ
で
働
い
て
い
る
の
か
分
る
住

友
金
属
鹿
島
製
作
所
の
労
働
者
で
あ
る
。

構
内
乗
入
れ
が
一
番
多
い
の
は
、
住
友
金
属
社
員
で
あ
る
亘
か

れ
ら
の
路
線
バ
ス
利
用
者
以
外
は
、
大
半
が
ー
人
一
台
車
を
乗
っ

て
い
く
。
住
友
金
属
社
員
の
倍
近
く
い
る
下
請
労
働
者
だ
が
、
自

家
用
車
通
勤
の
比
率
は
小
さ
い
e
そ
の
一
つ
の
原
因
は
・
住
友
金
平

属
の
下
請
に
対
す
る
差
別
で
あ
る
○
　
　
　
　
　
　
　
∴

同
じ
下
請
で
も
、
関
係
会
社
な
ど
は
、
五
十
人
も
六
十
人
も
乗

れ
る
専
用
の
大
逆
パ
ス
を
何
台
も
走
ら
せ
て
中
る
。
し
か
し
‥
協

力
会
社
な
ど
は
、
二
十
人
乗
の
マ
イ
ク
ロ
バ
ス
を
、
一
、
二
台
走
、

ら
せ
て
い
る
。
鉄
粉
の
こ
び
り
つ
い
た
、
草
体
の
下
半
分
が
ほ
ろ

ほ
ろ
に
な
っ
た
マ
ィ
タ
ロ
バ
ス
や
、
小
型
ト
ラ
ッ
ク
に
ヘ
ル
メ
ッ

ト
、
作
業
服
の
ま
ま
通
勤
す
る
の
は
下
請
、
協
力
会
社
の
労
働
者

で
あ
る
。
朝
早
く
か
ら
、
二
十
、
三
十
キ
ロ
先
の
幾
方
面
か
ら
マ
イ
ク
ロ

．
ハ
ス
を
走
ら
せ
て
い
る
下
請
会
社
で
も
五
人
に
一
人
く
ら
い
の
割



で
一
自
家
用
車
で
通
勤
し
て
言
㌧
る
。

車
が
な
け
れ
ば
、
不
便
で
仕
様
の
な
い
、
仕
事
に
な
ら
な
い
鹿

島
の
労
働
者
だ
が
、
こ
こ
、
二
、
三
年
、
住
友
金
属
の
、
車
の
乗

入
れ
に
討
す
る
規
制
と
、
交
通
取
締
り
が
さ
び
し
く
な
っ
て
、
棒

内
は
も
ち
ろ
ん
、
構
外
で
も
、
事
を
う
こ
か
す
労
働
者
は
、
異
常

な
ほ
ど
神
経
質
に
な
っ
て
い
る
。

住
友
金
属
の
、
車
利
用
車
に
対
す
る
や
り
方
は
、
そ
の
ま
ま
、

大
企
業
の
徒
・
質
と
、
鹿
島
開
発
の
実
態
を
明
ら
か
に
し
て
い
る
。

住
友
金
属
鹿
島
製
鉄
所
で
は
、
数
年
前
か
ら
、
す
べ
て
の
構
内

乗
人
草
は
一
千
万
円
以
上
の
任
意
自
動
車
保
険
加
入
を
義
務
づ
け

て
い
る
が
、
住
友
金
属
で
も
下
請
で
も
、
自
家
事
通
勤
に
は
、
課

長
、
工
場
長
な
ど
の
承
認
が
必
要
で
あ
る
。

各
職
場
で
は
全
員
に
∧
個
人
安
全
宣
言
V
と
称
し
て
「
私
は
ス

ピ
ー
ド
違
反
な
し
ま
せ
ん
」
と
か
「
私
は
無
理
な
追
越
し
は
し
ま

せ
ん
」
と
か
、
「
私
は
洒
酌
運
転
は
緒
対
し
ま
せ
ん
」
な
ど
と
名

前
と
と
も
に
記
さ
せ
、
番
わ
せ
て
い
る
。
こ
の
∧
個
人
宣
言
V
は

書
け
ば
い
い
と
い
う
単
な
る
形
式
的
な
も
の
．
で
な
く
、
た
と
え
は

「
私
は
交
通
ル
ー
ル
を
守
り
ま
す
」
と
宣
言
し
て
い
た
者
が
交
通

違
反
を
し
た
と
な
る
と
、
職
制
は
、
安
全
宣
言
を
し
て
い
る
の
に

何
と
と
か
と
、
戦
揚
全
員
の
目
の
前
で
つ
る
し
あ
げ
、
見
せ
し
め

に
す
る
の
で
あ
る
o

ま
た
、
各
職
場
か
ら
、
一
、
二
名
、
課
、
工
場
単
位
の
＋
数
名

で
交
通
委
員
会
と
い
う
も
の
を
つ
く
り
、
交
通
違
反
者
の
罰
則
を

決
め
た
り
、
駐
車
場
を
管
理
す
る
会
を
つ
く
っ
て
い
る
。

鹿
島
製
鉄
所
に
は
、
構
内
交
通
違
反
罰
則
規
定
と
い
う
も
の
が

あ
り
、
違
反
の
程
度
に
応
じ
て
、
横
内
入
場
禁
止
処
分
の
罰
則
が

課
せ
ら
れ
る
し
く
み
に
な
ら
て
い
る
。
短
か
く
て
一
週
間
．
半
月

長
く
な
る
と
一
ケ
月
、
永
久
入
場
禁
止
が
あ
る
。

そ
の
主
旨
は
、
住
友
金
属
鹿
島
製
鉄
所
で
働
く
労
働
者
の
交
通

事
故
が
多
い
か
ら
、
と
い
う
一
宮
だ
が
、
そ
れ
だ
け
で
は
な
い
よ

う
な
気
が
す
る
。

正
門
か
ら
出
入
り
す
る
住
友
金
属
社
員
や
関
係
会
社
社
貝
の
車
1
3

は
、
車
の
フ
ロ
ン
ト
ガ
ラ
ス
に
掲
げ
る
車
の
ナ
ン
バ
ー
、
所
属
会

社
、
氏
名
人
の
入
門
証
を
見
せ
る
だ
け
で
良
い
が
、
西
門
（
貨
物

門
）
か
ら
し
か
出
入
り
で
き
な
い
下
請
（
揚
力
会
社
）
の
皐
は
、

車
の
入
門
証
だ
け
で
な
く
、
本
人
の
顔
と
有
効
期
限
の
激
辛
が
大

き
く
写
し
て
あ
る
写
真
の
身
分
証
明
書
を
見
せ
な
け
れ
ば
だ
め
な

の
だ
○
車
の
入
門
誌
も
身
分
証
明
書
も
、
住
友
金
属
、
関
係
会
社
、
協

力
会
社
と
色
分
け
区
別
さ
れ
て
い
る
。

貨
物
門
で
あ
る
西
門
か
ら
運
搬
車
や
作
業
毒
と
と
も
に
入
っ
た

下
請
（
協
力
会
社
）
の
労
働
者
は
、
出
る
時
に
ま
た
、
正
門
か
ら
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流
れ
ろ
よ
う
に
出
て
い
く
住
友
金
属
社
員
や
関
係
会
社
社
員
に
く

ら
べ
、
全
く
違
う
扱
い
を
う
げ
ろ
。

特
に
マ
イ
ク
ロ
バ
ス
な
ど
個
人
も
乗
っ
た
車
は
、
遠
軽
車
を
除

く
全
員
、
門
の
内
側
で
い
っ
た
ん
車
か
ら
降
ろ
さ
れ
る
。
そ
し
て

車
だ
け
先
に
門
を
出
、
降
ろ
さ
れ
た
人
は
、
ひ
と
り
ひ
と
り
身
分

証
明
書
を
見
せ
て
門
を
出
、
先
行
し
て
い
る
車
に
乗
っ
て
帰
る
と

い
う
周
恥
的
な
扱
い
を
毎
日
う
げ
ろ
。
住
友
金
属
の
、
こ
の
下
請

（
虜
力
会
社
）
に
対
す
る
や
り
方
は
ま
る
で
犯
罪
者
扱
い
で
あ
る

こ
の
下
請
会
社
差
別
、
下
請
労
勘
考
蔑
視
の
さ
あ
だ
っ
た
例
は

∧
保
安
V
に
よ
る
椋
内
の
交
通
取
締
り
で
あ
る
o

保
安
と
い
う
の
は
、
住
友
金
属
総
務
部
保
安
課
の
職
員
の
こ
と

だ
が
、
そ
の
主
な
仕
奉
は
、
門
衛
、
構
内
巡
視
、
消
防
な
ど
で
あ

る
。
か
れ
ろ
の
前
職
は
、
馨
察
、
自
衛
隊
、
消
防
署
が
多
い
。
す

で
に
、
国
家
権
力
の
ィ
ヌ
て
ら
っ
た
よ
う
に
、
住
友
金
属
の
イ
ヌ

に
な
れ
、
と
い
う
考
え
か
ら
な
の
だ
ろ
う
か
。
保
安
に
は
地
元
出

身
者
が
多
い
が
、
そ
れ
は
、
一
説
に
ょ
為
と
、
公
害
反
対
運
勅
な

ど
企
業
に
不
都
合
な
幕
が
起
き
た
抱
合
の
タ
ブ
シ
ヨ
ン
の
よ
う
な

役
目
を
考
え
て
い
る
か
ら
だ
と
い
う
。
工
場
に
押
し
か
け
ら
れ
る

よ
う
な
事
件
が
起
こ
つ
て
も
、
地
元
の
人
間
同
士
な
ら
争
い
も
避

け
ら
れ
る
し
、
地
元
の
地
理
や
人
間
関
係
に
あ
る
程
度
精
通
し
て

い
る
着
に
門
衛
や
構
内
外
の
巡
視
を
や
ら
せ
て
お
け
ば
、
企
業
に

ど
○
て
は
何
か
と
都
合
が
い
い
、
と
い
う
塾
ら
し
い
。

保
安
を
見
た
ら
気
を
つ
け
ろ
、
が
構
内
の
合
言
葉
だ
。
こ
の
こ

と
は
は
、
∧
安
全
は
す
べ
て
に
優
先
す
る
V
と
い
う
鹿
島
製
鉄
所

の
、
操
業
以
来
の
安
全
の
基
本
方
針
ス
ロ
ー
ガ
ン
の
五
十
倍
も
百

倍
も
、
労
働
者
の
頭
の
中
に
し
み
込
ん
で
い
る
。

構
内
を
革
で
通
行
中
．
こ
の
保
安
に
指
摘
さ
れ
た
ら
、
ど
ん
な

言
訳
も
通
用
し
な
い
の
だ
。
ど
こ
の
下
請
会
社
で
も
、
こ
の
保
安
・

の
指
摘
を
受
け
、
棒
内
免
詳
説
や
入
門
謡
を
強
引
に
取
り
上
げ
ら

れ
た
労
働
者
が
一
人
や
二
人
い
る
。
住
友
金
属
の
同
じ
社
員
の
間

で
さ
え
、
啓
祭
の
方
が
増
し
だ
と
い
う
声
が
あ
が
っ
て
い
る
。
謎

祭
は
反
則
金
を
取
る
だ
け
だ
が
、
住
友
金
属
は
足
も
仕
事
も
奪
っ

て
し
ま
う
と
い
う
の
縦
。

韓
祭
と
ま
る
っ
き
り
同
じ
服
薬
を
し
て
、
一
般
労
働
者
に
横
柄

で
、
職
制
に
は
は
っ
た
の
よ
う
な
最
敬
礼
を
忘
れ
な
い
保
安
を
見

る
と
、
大
企
業
住
友
金
属
の
体
質
そ
の
も
の
を
見
る
よ
う
な
気
が

する。保
安
に
よ
る
梅
内
の
交
通
取
締
り
の
ほ
と
ん
ど
は
、
ス
ピ
ー
ド

オ
ー
バ
ー
、
信
号
無
視
、
通
行
区
分
違
反
、
踏
切
不
停
止
、
指
定

場
所
一
時
不
停
止
、
追
越
し
連
反
で
あ
る
。

そ
の
取
締
り
の
は
な
は
だ
し
い
例
は
、
や
は
り
、
本
工
よ
り
も

下
請
に
あ
ら
わ
れ
て
い
る
。



あ
る
下
請
労
働
者
は
、
信
号
が
青
か
ら
黄
色
、
黄
色
か
ら
赤
に

な
る
間
、
′
冷
延
道
路
か
ら
中
央
道
路
へ
作
業
車
で
左
折
し
て
い
る

時
、
後
か
ら
つ
け
て
き
た
保
安
の
．
ハ
ト
カ
ー
に
つ
か
ま
つ
だ
。
保

安
の
車
は
、
暫
祭
の
．
ハ
ト
カ
ー
と
瓜
二
つ
、
白
と
黒
の
一
一
色
に
め

り
分
け
、
回
転
す
る
赤
い
ラ
ン
プ
、
ス
ピ
ー
カ
ー
、
サ
イ
レ
ン
を

つ
け
て
い
る
。

か
れ
が
、
左
に
曲
が
る
の
に
時
間
が
か
か
っ
た
の
は
、
荷
を
満

載
し
て
い
る
五
十
ト
ン
の
ト
レ
ー
ラ
ー
を
よ
げ
だ
か
ら
だ
っ
た
。

ま
た
、
あ
る
下
諦
労
働
者
は
、
バ
イ
ク
で
だ
っ
た
。
パ
イ
ク
で

通
勤
し
て
い
る
人
は
数
え
る
ほ
ど
し
か
い
な
い
が
、
続
内
で
は
連

絡
用
に
多
く
使
わ
れ
て
い
る
。
バ
イ
ク
の
か
れ
は
、
止
ま
れ
と
い

う
標
識
の
あ
を
T
字
路
で
、
い
っ
た
ん
止
ま
っ
て
、
左
右
の
安
全

を
確
認
し
、
発
進
し
た
と
こ
ろ
、
大
き
な
看
板
の
か
け
に
か
く
れ

て
い
た
保
安
に
つ
か
ま
っ
た
。

．
ハ
ト
カ
ー
か
ら
下
り
て
き
た
保
安
は
、
一
時
停
止
の
場
所
な
の

に
、
止
ま
ら
な
い
の
か
、
．
ハ
イ
ク
に
乗
っ
け
て
い
る
足
を
勉
に
つ

け
な
い
の
か
と
ど
な
っ
た
。
か
れ
は
反
論
し
た
。
い
や
、
お
れ
ば

ち
ゃ
ん
と
地
面
に
足
を
つ
け
、
．
ハ
ィ
ク
を
止
め
た
、
－
時
停
止
し

て
か
ら
発
進
し
た
ん
だ
と
い
っ
た
が
、
こ
ち
ら
は
ひ
と
り
、
保
安

の
方
は
一
一
人
で
負
け
て
し
ま
っ
た
。

あ
る
住
友
金
属
社
員
の
例
は
、
甲
番
（
午
前
七
時
か
ら
午
後
三

時
ま
で
）
－
の
勤
務
を
終
え
て
、
中
央
道
路
を
正
門
に
向
っ
て
通
行

中
、
関
の
手
前
で
突
然
保
安
に
車
を
と
め
ら
れ
た
。
制
限
時
速
四

十
キ
ロ
の
中
央
道
路
を
五
十
キ
ロ
、
十
キ
ロ
オ
ー
バ
ー
で
走
っ
て

い
た
と
い
う
の
た
。

こ
の
日
数
人
の
保
安
は
、
中
央
道
路
の
百
メ
ー
ト
ル
く
ら
い
の

区
間
で
、
二
台
の
ト
ラ
シ
シ
ー
．
ハ
ー
な
ど
を
使
い
∧
ね
ず
み
取
り

V
を
し
て
い
た
の
だ
。
ト
ラ
ン
シ
ー
バ
ー
を
給
っ
て
い
る
保
安
は
、

道
路
か
ら
少
し
は
な
れ
た
潟
町
柿
の
種
込
み
に
身
を
か
く
し
そ
い
一

急
と
い
う
き
た
な
い
や
り
方
だ
っ
た
。

鹿
島
製
鉄
所
の
下
請
会
社
は
、
住
友
金
属
の
圧
力
で
、
何
ん
ら
、

か
の
罰
則
、
罰
金
制
度
を
も
う
け
て
い
る
。
そ
の
た
め
、
構
内
で
3
、

保
安
に
つ
か
ま
っ
た
下
請
労
働
着
は
、
住
友
金
属
の
構
内
罰
則
規

定
の
上
は
、
自
分
の
会
社
の
廟
別
も
受
け
る
と
い
う
二
重
苦
を
強
、

い
ら
れ
て
い
る
。

あ
る
下
請
で
は
、
構
内
で
保
安
に
つ
か
ま
為
と
、
名
前
と
先
決

を
話
し
た
大
き
な
紙
を
再
務
所
の
壁
に
貼
り
出
し
、
十
五
日
間
さ

ら
し
者
に
す
る
。
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
、
、
人

ら
る
下
請
で
は
、
梅
内
で
保
安
に
つ
か
ま
る
と
、
ス
ピ
ー
ド
オ

ー
バ
ー
、
信
号
無
視
、
指
定
場
所
一
時
不
停
止
ど
れ
で
も
、
本
人

は
ー
ヶ
月
の
構
内
衆
人
禁
止
で
あ
る
。
構
内
で
の
作
業
車
な
ど
、
の
／

運
転
も
－
切
し
て
は
な
ら
な
い
と
い
う
処
分
で
あ
る
。



あ
る
下
請
で
は
、
交
通
遮
反
反
則
金
制
度
と
い
i
も
の
を
設
け

て
い
る
。
そ
れ
に
よ
る
と
、
反
則
行
為
の
種
類
を
ス
ピ
ー
ド
オ
ー

．
ハ
ー
、
信
号
無
視
な
ど
九
つ
に
分
け
、
反
則
金
の
額
も
、
大
型
車

一
万
円
、
普
通
車
八
千
円
と
定
め
て
い
ろ
。
こ
の
制
度
は
、
謹
察

本
部
交
通
部
、
反
則
行
為
罰
則
金
に
準
じ
て
定
め
た
も
の
で
あ
り

徴
収
し
た
罰
則
金
は
、
交
通
秩
序
の
維
持
と
高
揚
を
は
か
る
た
め

に
当
て
る
、
と
ま
で
決
め
て
い
る
。

こ
う
い
う
例
は
、
一
社
や
二
社
で
な
く
、
相
当
の
下
請
会
社
で

や
っ
て
い
る
。

鹿
島
製
鉄
所
構
内
で
は
、
ど
こ
の
職
場
で
も
、
保
安
に
つ
か
ま

っ
た
ら
即
、
全
員
で
反
省
会
、
朝
礼
で
謝
罪
は
常
識
に
な
っ
て
い

る
○
住
友
金
属
鹿
島
製
鉄
所
で
は
各
工
場
や
課
ご
と
に
、
下
請
会
社

で
は
会
社
ぐ
る
み
で
あ
る
会
を
つ
く
っ
て
ー
い
る
。
課
長
や
工
場
長

下
請
で
は
社
長
な
ど
が
会
長
、
そ
の
下
の
職
制
が
役
員
に
な
り
、

「
ハ
ン
ド
ル
会
」
と
か
「
愛
輸
会
」
と
か
い
う
会
を
つ
く
り
、
車

利
用
事
に
強
制
的
に
入
ら
せ
て
い
る
○

そ
の
主
旨
は
、
鹿
島
製
鉄
所
の
車
利
用
車
が
こ
の
会
を
通
し
て

交
通
マ
ナ
ー
の
向
上
を
は
か
り
、
交
通
番
故
、
交
通
連
反
者
を
一

掃
す
る
、
と
あ
る
が
、
そ
の
裏
に
は
、
兄
の
あ
す
こ
と
の
で
き
な

い
問
題
水
ひ
そ
ん
で
い
る
。

「
ハ
ン
ド
ル
会
」
な
ど
の
会
の
発
端
は
、
た
い
が
い
、
職
場
の

労
働
者
が
、
構
外
（
鹿
島
馨
察
署
管
内
に
お
い
て
、
車
に
よ
る
人

身
事
故
と
か
、
酒
酔
い
運
転
に
よ
る
信
号
無
視
と
か
の
窒
大
事
故

を
起
こ
し
た
時
に
は
じ
ま
る
。

専
政
を
起
こ
し
て
密
祭
の
厄
介
に
な
る
と
、
す
ぐ
轡
祭
よ
り
住

友
金
属
の
保
安
課
↓
へ
下
請
会
社
）
－
本
人
の
職
場
と
い
う
煩
に

通
報
が
回
り
、
自
費
笠
に
本
人
の
所
属
す
る
職
場
の
職
制
か
蟹
蒙

に
呼
び
出
さ
れ
、
し
は
ら
れ
る
。
義
教
を
起
こ
し
た
も
の
は
例
に

よ
っ
て
首
や
出
鞍
宙
上
、
自
家
用
の
穏
河
東
入
禁
止
、
構
内
で
の

車
運
転
禁
止
な
ど
の
制
裁
を
う
げ
ろ
。

最
初
は
、
謡
纂
葉
部
を
会
社
に
呼
ん
で
、
交
通
安
全
講
話
会
や
3
6

映
画
会
を
し
て
い
る
空
文
通
巻
故
が
二
度
、
一
二
度
と
重
な
る
と

何
ら
か
の
さ
び
し
い
露
擾
を
と
欝
寮
か
ら
圧
力
が
か
か
る
。
そ
れ

に
応
え
て
会
社
側
は
‘
「
ハ
ン
ド
ル
会
」
な
ど
を
労
勘
考
に
押
し

つ
け
て
く
る
の
で
あ
る
。
め
で
た
く
会
が
で
き
れ
ば
、
薄
縁
に
対

し
て
も
住
友
金
属
に
薄
し
て
も
「
顔
が
ま
っ
」
と
い
う
わ
け
で
あ

る
o
鹿
島
の
欝
寮
の
交
通
取
締
り
は
、
一
般
住
民
に
対
す
る
よ
り
も

住
友
金
属
な
ど
の
企
業
労
働
者
に
対
し
て
強
い
。
会
社
側
の
労
働

者
に
対
す
る
さ
び
し
い
交
通
取
締
り
と
一
体
で
あ
る
。
会
社
側
が

何
か
と
い
う
と
警
察
に
「
顔
を
立
て
る
」
よ
う
に
、
密
祭
も
ま
た
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住
友
金
属
な
ど
の
さ
び
し
い
交
通
取
締
り
に
歩
調
を
合
わ
せ
企
業

に
対
し
て
「
顔
を
立
て
て
い
る
」
わ
け
で
あ
る
。

「
ハ
ン
ド
ル
会
」
な
ど
の
会
長
や
役
員
は
、
時
々
蕊
祭
の
一
斉

取
締
り
に
立
合
っ
た
り
、
住
友
金
属
へ
労
働
者
が
車
で
通
勤
す
る

交
通
要
所
に
籠
官
の
よ
う
に
立
っ
て
、
交
通
違
反
者
を
見
張
り
、

見
付
け
、
警
察
や
鎧
友
金
属
鹿
島
製
鉄
所
保
安
課
に
通
報
し
た
り

す
る
、
と
い
う
こ
と
を
し
て
い
る
。
密
祭
は
籠
薬
で
「
ハ
ン
ド
ル

会
」
な
ど
に
入
会
し
て
い
る
者
に
対
し
て
は
、
点
を
甘
く
す
る
と

い
ぅ
腐
れ
縁
を
つ
く
っ
て
い
る
。
こ
れ
は
軽
祭
と
企
業
の
ゆ
着
以

外
の
何
物
で
も
な
い
。

住
友
金
属
鹿
島
製
鉄
所
は
、
労
幼
者
の
通
勤
車
、
作
業
車
な
ど

構
内
で
う
ご
く
あ
ら
ゆ
る
車
に
、
シ
ー
ル
貼
付
を
義
務
づ
け
て
い

る
。
住
友
金
属
社
員
は
各
職
場
こ
と
に
区
別
し
、
下
請
は
、
関
係

会
社
、
協
力
会
社
と
区
別
し
た
色
付
の
シ
ー
ル
を
、
人
の
目
に
付

き
や
す
い
車
の
後
ガ
ラ
ス
に
強
制
的
に
貼
ら
せ
て
い
る
。
「
ハ
ン

ド
ル
会
」
の
会
員
は
、
そ
れ
に
加
え
て
ハ
ン
ド
ル
会
の
シ
ー
ル
を

貼
っ
て
い
る
。

こ
の
シ
ー
ル
は
、
労
働
者
や
保
安
だ
け
で
な
く
欝
祭
も
一
見
し

た
だ
け
で
、
ど
こ
の
会
社
の
ど
こ
の
職
場
の
車
か
が
す
ぐ
分
る
目

印
で
あ
る
。

住
友
金
属
鹿
島
製
鉄
所
の
労
働
者
は
、
仕
事
を
し
て
も
遊
ん
で

い
て
も
行
動
を
監
視
さ
れ
て
い
る
、
と
い
う
わ
け
で
あ
る
。

住
友
金
属
鹿
島
製
鉄
所
は
こ
の
六
月
一
置
、
地
元
住
民
対
策
の

一
環
と
し
て
、
∧
鹿
島
ラ
イ
フ
V
と
い
う
カ
ラ
ー
写
真
人
の
機
関

紙
第
一
号
を
発
行
し
。
鹿
島
、
神
樋
町
に
、
新
聞
折
込
し
て
配
っ

た
c
そ
の
「
発
刊
に
際
し
て
」
の
中
で
鹿
島
製
鉄
所
副
所
長
の

旗
末
は

「
こ
れ
か
ら
の
町
づ
く
り
は
・
何
ん
と
い
っ
て
も
お
互
い
に
・
－
共

存
共
栄
の
基
盤
に
た
つ
も
の
で
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
思
っ
て
お

り
ま
す
。
私
ど
も
一
人
一
人
の
相
互
理
解
と
信
頼
を
大
切
に
し
た

い
と
思
い
ま
す
」
と
の
ぺ
、
そ
の
あ
と
十
月
発
行
の
二
号
で
も
、

「
共
存
共
栄
と
、
相
互
信
頼
の
上
に
た
っ
て
へ
明
る
く
楽
し
い
鹿
3
7

島
の
町
づ
く
り
に
、
お
役
に
た
ち
た
い
と
思
い
ま
す
。
（
中
略
）

集
塵
の
鼓
動
の
脈
打
つ
、
臨
海
製
鉄
所
。
そ
こ
に
あ
る
素
朴
で
、

豊
か
な
人
情
と
繁
栄
す
る
町
並
。
私
共
は
、
美
し
く
豊
か
な
ふ
る

さ
と
づ
く
り
に
、
今
日
も
、
頑
張
り
た
い
と
思
い
・
ま
す
」
と
同
じ

人
間
が
い
っ
て
い
る
。

し
か
し
、
住
友
金
属
鹿
島
製
鉄
所
の
中
味
は
、
そ
の
交
通
取
締

り
に
如
実
に
表
た
れ
て
い
る
よ
う
に
、
常
識
で
は
考
え
ら
れ
な
い

よ
う
な
労
働
者
の
行
動
と
思
想
の
し
め
つ
け
で
あ
る
。
コ
ン
ピ
ュ

ー
タ
ー
を
使
っ
て
い
る
会
社
で
は
あ
る
が
、
下
請
労
働
着
を
ど
れ

い
化
し
た
弱
肉
強
食
の
世
界
の
会
社
で
あ
る
。
武
家
時
代
や
旧
軍



138

隊
と
少
し
も
変
わ
ら
な
い
上
下
関
係
の
世
界
で
あ
り
、
封
建
的
な

身
分
制
度
水
罷
り
通
る
暗
い
会
社
で
あ
る
。

い
と
り
の
労
働
着
が
、
他
の
仲
間
と
助
け
合
っ
た
り
協
力
し
た

り
す
る
場
を
奪
っ
て
い
る
だ
け
で
な
く
、
ひ
と
り
ひ
と
り
の
労
働

者
が
、
人
間
的
な
も
の
を
考
え
る
余
裕
す
ら
与
え
な
い
と
い
う
現

実
で
あ
る
。
そ
う
す
る
方
法
に
ま
つ
で
し
か
住
友
金
属
は
う
と
か

せ
な
い
よ
う
な
や
り
方
を
し
て
い
る
。

鹿
島
製
鉄
所
は
今
、
誰
も
か
も
が
自
分
さ
え
良
け
れ
は
の
考
え

に
走
っ
て
し
、
ま
っ
て
、
ま
る
で
鉄
と
鉄
を
こ
す
り
合
わ
せ
て
い
る

よ
う
な
人
間
関
係
が
職
域
を
支
配
し
て
い
る
が
、
労
働
者
の
中
で
′

何
か
が
う
こ
き
出
し
て
い
る
。

そ
れ
は
住
友
金
原
が
、
労
働
者
の
思
想
や
行
動
ま
で
し
め
つ
け

な
け
れ
ば
「
こ
か
な
い
と
い
う
所
に
、
広
野
を
焼
き
つ
く
す
小
さ

な
火
花
を
見
る
思
い
が
す
る
か
ら
だ
。
そ
の
こ
と
を
深
く
考
え
る

鹿
島
製
鉄
所
で
働
く
労
働
者
に
は
、
住
友
金
殿
の
し
め
つ
け
以

上
に
、
車
に
乗
り
た
い
欲
望
、
乗
ら
ず
に
は
い
ら
れ
な
い
状
況
か

あ
る
。
酒
だ
っ
て
飲
み
た
い
、
飲
ま
ず
に
は
い
ら
れ
な
い
、
撃
に

乗
っ
て
い
て
も
酒
を
飲
ん
で
し
ま
う
よ
う
な
、
ど
う
し
よ
う
も
な

い
、
欲
望
と
状
況
に
取
り
囲
ま
れ
て
い
る
。

ま
た
、
∴
碍
内
案
人
草
は
、
住
友
金
屑
の
ま
き
按
ら
し
て
い
る
、

ふ
ん
じ
ん
、
は
い
じ
ん
、
は
い
え
ん
な
ど
の
鉄
粉
や
ガ
ス
が
原
因

で
、
ど
ん
な
新
車
も
二
年
く
ら
い
で
内
側
か
ら
鈴
が
出
て
く
る
。

四
年
も
乗
る
と
、
車
体
の
底
や
泥
よ
げ
は
ぼ
ろ
ぼ
ろ
に
く
さ
ー
つ
て

し
ま
う
と
い
う
問
題
が
あ
る
。
こ
の
重
大
な
問
題
を
考
え
よ
う
と

す
る
労
働
者
が
鹿
島
製
鉄
所
の
中
か
ら
ひ
と
り
ふ
た
り
と
現
あ
れ

っ
つ
あ
る
。

ご
み
ひ
と
つ
落
ち
て
な
い
住
友
金
属
の
敷
地
と
対
称
的
に
、
そ

の
正
門
や
西
側
の
前
の
空
地
は
、
ご
み
が
吹
き
溜
り
、
雑
草
が
所

か
ま
あ
ず
生
い
茂
り
、
枯
れ
て
い
る
。
そ
の
片
角
に
、
乗
用
車
が

十
台
、
十
五
台
と
乗
り
捨
て
で
あ
る
。
保
安
に
構
内
で
つ
か
ま
つ

た
り
、
構
外
で
落
葉
に
つ
か
ま
り
、
職
場
k
通
報
さ
れ
た
り
し
て

入
門
禁
止
に
な
っ
た
労
働
者
の
車
で
あ
る
。
歩
い
て
現
場
に
向
つ

た
か
れ
ら
も
考
え
出
し
て
い
る
。

唯
・
日
の
朝
「
道
路
が
混
ん
で
ど
う
し
よ
う
も
な
い
か
ら
早
起
き

し
て
く
る
ん
だ
、
早
起
き
は
三
文
の
得
と
い
う
け
れ
ど
、
三
文
の

特
と
こ
ろ
し
で
は
な
い
」
と
駐
車
場
の
軍
の
中
で
新
関
を
広
げ
な
が

ら
朝
食
の
弁
当
を
つ
つ
き
苦
笑
い
し
て
い
た
か
れ
も
考
え
出
し
．
て

いる。今
朝
、
会
社
側
か
ら
決
め
ら
れ
て
い
る
駐
車
場
と
別
方
向
の
事

務
所
に
殿
も
近
い
所
に
章
を
睦
め
「
か
ま
わ
ね
え
ん
だ
。
お
れ
ば

こ
ち
ら
は
駐
め
る
ん
だ
。
会
社
に
い
わ
れ
れ
ば
い
わ
れ
た
で
い
い

そ
の
時
は
そ
の
時
で
、
い
わ
ィ
な
く
な
れ
ば
ま
た
睦
め
る
ん
だ
」
と

ひ
と
り
う
な
ず
い
て
い
た
か
れ
も
考
え
出
し
て
い
，
る
。


